
移動支援をはじめたら、地域が介護予防に熱心になった話
（山口県防府市）

本事例のポイント

・ 地域のニーズを形にした幸せます

健康くらぶ

・ 地域と企業・法人・介護事業所等

の協働による総合事業の推進



「幸せます健康くらぶ」について 平成２９年５月に本格的に実施



２つの効果

「幸せます健康くらぶ」の仕組み

目的が移動支援ではないため、公共交通機関とも客層が競合しない

外出支援
閉じこもり
予防

事業実施後・・・



地域のニーズを満たすサービスを地域と一緒に検討し、形にするために総合事業の
各サービスを組み合わせた

その他にも・・・



〇地域と企業・法人・介護事業所等の協働が、近道であり本線

〇行政のニーズ ＜ 地域のニーズ

〇「すべき地域」より「やる気のある地域」から（地域間格差を恐れない）

ひとつサービスができたことで、事業の潮目が変わった。
サービスを作るという手触りを全員（行政・地域・事業所）が感じたから。

「幸せます健康くらぶ」に見る総合事業


